
平成２８年度決算に基づく　健全化判断比率

せたな町の
区 分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

標準財政規模
せた な 町の指標 ― ― 8.4％ ―

6,236,474千円 早 期 健 全 化 基 準 14.34％ 19.34％ 25.0％ 350.0％

財 政 再 生 基 準 20.00％ 30.00％ 35.0％

■用語説明

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

早期健全化基準

財政再生基準

平成２８年度決算に基づく　公営企業資金不足比率

区　分 特別会計名

法適用 病院事業

法非適用 簡易水道事業

〃 公共下水道事業

〃 漁業集落排水事業

〃 風力発電事業

■用語説明

資金不足比率

北海道久遠郡せたな町

福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化
の度合いを示すもの。

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全
体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの。

借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。

地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での
残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

財政状況が悪化した状況で、自主的かつ計画的に財政の健全化を図るための基準です。４つの指標の
うち１つでもこの基準を超えた場合は、財政の早期健全化のための計画を定めなければなりません。

財政状況が著しく悪化したために、自治体が自主的な財政の健全化を図ることが困難な状況で、国等に
も関係してもらいながら計画的に財政の健全化を図るための基準です。将来負担比率以外の３つの指
標のうち１つでもこの基準以上となった場合は、財政の再生のための計画を定めなければなりません。

資金不足額・剰余金 資金不足比率（％）

662,439千円 ―

10,100千円 ―

2,461千円 ―

108千円 ―

11,221千円 ―

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の
悪化の度合いを示すもの。


